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【【【【    歴代首相歴代首相歴代首相歴代首相とととと為替為替為替為替レートのレートのレートのレートの変遷変遷変遷変遷    】】】】    
 
菅内閣が発足してから本日で丸1年になる。その間の金融市場を振り返ってみると、東日本大震災など予
想外の出来事もあり株価、為替とも低迷している。実際にドル/円相場を見てみると就任日のＮＹクローズ
は 91 円台だったのに対し、昨日のＮＹクローズは 80 円前半。単純計算でも 10 円以上のドル安・円高が進
行している計算だ。ドル/円の下落（円高の進行）を仮に「悪」とするならば、現行の菅政権は歴代内閣の
なかでもワースト 5 に入る「ダメダメ内閣」である可能性を否定出来ないだろう。 
 
◎◎◎◎菅内閣菅内閣菅内閣菅内閣、、、、就任後就任後就任後就任後 10101010％％％％超超超超えるえるえるえる円高進行円高進行円高進行円高進行＝＝＝＝現状歴代現状歴代現状歴代現状歴代 6666 位位位位    
 
筆者が変動相場制移行の歴代総理とドル/円相場の変遷について調べてみた。詳細は右下表を参考にさ
れたいが、変動相場以降である 1972 年 7 月 7 日に第 64 代、延べ人数では 40 人目の歴代総理となった
田中角栄氏をはじめとし、現在の菅直人氏までのデータは御覧のようになっている。 
第 95 代の菅直人は現在も在職中。データは最終的なものではなく、まだ確定しているわけではないもの
の、数値的には厳しい内容を示していると言わざるを得ない。在任期間中にプラザ合意という「ドルの切り
下げ」を記録した中曽根康弘氏を含めても、菅内閣のドル下落はなかなか大きなものがある。今後さらに
在任期間が延び、その間にドルが下落するようだと、現在歴代 6 位となっているドル/円の下落率が麻生
太郎氏を抜き 5 位以上に繰り上がる可能性もないではない。 
 
為替市場における円高、いわゆる自国通貨高は必ずしも悪いことだけではない。たとえば、海外からの対
日投資を促進させるという面などでは、むしろプラスの要因だ。また、円高は本邦企業による対外資産や
企業のＭ＆Ａなどに有利でもある。 
しかし、「良い円高」と「悪い円高」という言葉があるけれど、ここ最近の円高は果たして「良い円高」と言え
るだろうか？日本の経済成長や発展などを期待したものであれば「良い円高」だが、到底そうした理由で
円高が進んでいるとは思われない。これは、円高と同時に日本の株安も進んでおり、いわゆる「日本買
い」に繋がっていないことからもうかがえる。 
 
振り返って、発足から 1 年を経過した菅政権が
挙げた「成果」とはいったい何だろう。沖縄普天
間基地や尖閣諸島をめぐる諸問題などは事実
上棚上げされたままだし、消費税の引き上げや
ＴＰＰ（環太平洋経済提携協定）参加、あるいは
東日本大震災に関する復興支援－－なども
遅々として進んでいない。課題の多くはいまだに
解決されておらず、経済無策と言われても仕方
のない状況と言えよう。 
 
右表に示されるデータだけでは、「良い」も「悪
い」も円高の進行を同列に扱うしかないのだが、
個別に見てみると今回の菅内閣ぐらい「悪い円
高」が進んだケースは過去にない気もする。 
菅氏の退陣がいつになるか定かではないものの、
それに併せるように為替市場における円高圧力
はまだ続くのかも知れない。（了） 
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